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▲⑤田中町長と⑤津島園子さん 

雨
の
中
ニ
百
人
参
列
 

当
町
出
身
の
文
豪

・
太
宰
治
を

し
の
ぶ
『
第
四
十
八
回
桜
桃
忌
』
 

が
四
月
十
九
日
、
県
立
芦
野
公
園

太
宰
文
学
碑
前
で
し
め
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

朝
か
ら
降
り
続
い
た
雨
の
中
、
 

正
午
か
ら
行
わ
れ
た
献
花
に
は
、
 

県
内
外
か
ら
約
二
百
人
を
超
え
る

太
宰
フ
ァ
ン
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
 

献
花
に
さ
き
だ
ち
田
中
町
長
が
 

「今
や
世
界
の
太
宰
と
な
っ
た
。
 

町
は
誇
り
に
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
。
続
い
て
太
宰
の
長
女
 
津

島
園
子
さ
ん
が
 
「太
宰
に
ふ
さ
わ
 

II,川I川川―広報かなぎ ② 

し
い
雨
。
金
木
町
で
皆
さ
ん
に
花

を
手
向
け
て
頂
き
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
 

文
学
碑
に
は
、
最
初
に
名
川
町

の
さ
く
ら
ん
ぽ
娘
が
さ
く
ら
ん
ぽ

を
捧
げ
、
関
係
者
や
フ
ァ
ン
が
次

々
に
菊
や
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
な
ど
を

献
花
し
ま
し
た
。
 

千
葉
県
の
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
武

内
知
己
さ
ん

（
2
1）
は
「
芦
野
公

園
に
来
て
太
宰
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
た
か
っ
た
。
東
京

・
三
鷹
の

公
園
と
芦
野
公
園
が
す
ご
く
似
て

い
て
驚
き
ま
し
た
」
と
感
激
の
様

子
で
し
た
。
 

油
彩
画
十
五
点
展
示
 

参
加
者
は
献
花
の
後
、
芦
野
公

園
近
く
の
楼
庭
利
弘
美
術
館
で
、
 

楼
庭
利
弘
さ
ん
、
津
島
園
子
さ
ん
、
 

柴
田
み
ち
子
さ
ん
に
よ
る
、
油
絵

三
人
展
を
見
学
。
 

行
事
に
組
み
込
ま
れ
る
の
は
昨

年
に
続
き
二
回
目
で
、
今
回
、
楼

庭
さ
ん
は
「
秋

・
樹
」
、
津
島
さ

ん
は
 
「五
月
の
光
」
、
柴
田
さ
ん

は
「
夏
も
終
り
ね
」
な
ど
の
油
彩

画
十
五
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
 

太
宰
を
し

の
ぶ
会
 

引
き
続
き
、
午
後
二
時
か
ら
中

央
公
民
館
で
太
宰
を
し
の
ぶ
会
が

開
か
れ
、
金
木
高
校
の
今
純
子
さ

ん
、
伊
藤
亜
由
美
さ
ん
の
二
人
に

よ
る
「
雀
こ
う
」
の
朗
読
や
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
の
太
宰
の
思
い
出
を

語
り
合
い
ま
し
た
。
 

第
十
八
回
北
郡
老
人

ク
ラ
ブ
 

連
合
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
 

北
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

の
第
十
八
回
北
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
六
月

十
三
日
、
鶴
田
町
鶴
寿
グ
ラ
ン
ド

で
開
か
れ
、
参
加
者
は
日
頃
鍛
え

た
ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
を
競
い
ま

し
た
。
 

同
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
て
親
睦
を
深
め
、
仲
間
の
輪

を
広
げ
る
と
と
も
に
高
齢
者
の
健

康
増
進
と
体
力
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。
 

板
柳
、
金
木
、
中
里
、
鶴
田
、
 

市
浦
、
小
泊
の
四
町
ニ
村
か
ら
三

十
六
チ
ー
ム
、
約
二
百
二
十
人
が

参
加
し
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
 

並
み
居
る
強
豪
を
抑
え
て
金
木
チ
 

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

A三人衆を一目見ようと人が満杯 

▲太宰への想いを語り合いました 
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▲家族の声援を受けながらの力走 

13回町民健康マラソン大会 

健脚を競う 

●

女
子
金
木
チ
ー
ム
 

ト
男
子
金
木
チ
ー
ム
 

第
一
回
田
舎舘
城
下
少
年
駅
伝
津軽
大
一
 

兼
第
一
回
暴
少
 

年
 
駅
 
伝
 
予
 選

・
 

●

賊
難
一
，
 

．
 
ー

（
‘
 
，
 

証
 

六
月
二
十
九
日
、
金
木
町
運
動

公
園
を
発
着
点
と
す
る
第
十
三
回

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か

れ
、
金
木
町
に
居
住
又
は
勤
務
す

る
三
百
十
二
名
が
参
加
し
、
青
空

の
下
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
成
田
勝
義
教
育

長
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
 

選
手
を
代
表
し
て
中
谷
香
織
さ
ん
 

（
川
倉
小六
年
）
が
「
最
後
ま
で

走
り
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

選
手
宣
誓
。
 

大
会
は
、
各
種
目
別
に
順
次
行

わ
れ
、
応
援
の
た
め
会
場
に
駆
け

付
け
た
家
族
か
ら
熱
の
入
っ
た
声
 
 援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
青
森

県
民
駅
伝
競
争
大
会
の
選
手
選
考

会
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
 

マ
イ
ペ
ー
ス
に
走
る
人
、
自
己
新

記
録
を
狙
う
人
な
ど
様
々
。
 

参
加
者
全
員
に
記
念
品
、
各
種

目
十
位
ま
で
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

小
学
校
低
学
年
（
男
子
）
 
一
姉

一
位
 
白
川
 
将
太

（
金
 
木）
 

二
位
 
鳴
海
 
裕
哉

（
金
 
木）
 

三
位
 
斉
藤
 
朔
太

（
金
 
木）
 

小
学
校
低
学
年
（
女
子
）
 
一
姉

一
位
 
白
川
 
洋
子

（
金
 
木）
 

二
位
 
蛸
島
 
彩
香

（
嘉
 
瀬）
 
 三

位
 
内
海
 
智
秋

（
嘉
 瀬
）
 

小
学
校
高
学
年

（
男
子）
 

一
‘
五
姉

一
位
 
原
田
 
和
幸
（
嘉
 
瀬
）
 

二
位
 
奈
良
 
享
平
（
喜
良
市
）
 

三
位
 
泉
谷
 
春
樹
（
喜
良
市
）
 

小
学
校
高
学
年
（
女
子
）
 

一
 
五
姉

一
位
 
中
谷
 
香
織

（
川
 
倉）
 

一
一位
 
原
田
 
裕
子
（
嘉
 
瀬
）
 

三
位
 
飯
塚
 
緑
（
嘉
 

瀬
）
 

中
学
校
（
男
子
）
 
三

‘
五
姉

一
位
 
原
田
 
晃
（
金

木
南
）
 

二
位
 
工
藤
 
智
弘

（
金
木南
）
 

三
位
 
前
田
 
祐
生
（
金
 
木
）
 

中
・
高
校
（
女
子
）
 

一
一
一
姉

一
位
 
小
山
内
良
恵

（
金
 木
）
 

二
位
 
徳
田
 
真
澄

（
金
 木
）
 

三
位
 
秋
村
 
優
子
（
金
木
南
）
 

高
校

・
一
般
（男
子
）
 

五
姉

一
位
 
菅
原
 
浩
（
金
 

木
）
 

一
一位
 
佐
野
 
敬
一
 
（
金
 木
）
 

三
位
 
深
田
 
匡
希

（
嘉
 瀬
）
 

一
般
四
十
歳
以
上

（男
子
）
五
姉

一
位
 
津
島
 
秋
好

（
金
 
木）
 

二
位
 
工
藤
 
勇
蔵
（
金
 
木
）
 

一
般

（
女
子）
 
二
姉
 

一
位
 
中
谷
す
み
子
（
川
 
倉
）
 

二
位
 
阿
保
 
照
美

（
金
 
木）
 

三
位
 
白
川
志
保
子

（
金
 木
）
 

第
一
回
田
舎
館
城
下
少
年
駅
伝
 
な

る
七
区
を
力
走
。
男
子
は
金
木

津
軽
大
会
兼
第
一
回
県
少
年
駅
伝
 

チ
ー
ム
（
桑
田
祐
輔
、
山
田
亮
太
、
 

予
選
会
が
六
月
三
十
日
、
田
舎
館
 
奈
良

亨
平
、
秋
元
将
希
、
棟
方
裕

城
の
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

也
、
桑
田
亮
、
野
宮
大
嵩
）
が

一

大
会
は
、
同
村
の
第
三
セ
ク
タ
 
位
、
女
子
（
中
谷
香
織
、
櫛
引
里
 

ー
・
ア
イ
ナ
ッ
ク
が
主
催
し

「走
 

子
、
原
田
裕
子
、
松
橋
知
美
、
白

れ
ー
風
の
中
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
 
川
亜
沙
美
、
古
川
有
希
乃
、
長
内

に
青
少
年
の
交
流
と
育
成
を
図
る
 
美
粧
子
）
も

二
位
と
好
成
績
を
あ

こ
と
な
ど
を
目
的
に
初
開
催
。
男
 
げ
ま
し
た
。
 

女
合
わ
せ
て
二
十
ニ
チ
ー
ム
が
出
 

こ
の
他
、
男
子

一
区
の
桑
田
祐

場
し
、
男
子
一

・
一
、
一
二
一
血
、
輔
く
ん
と
女
子
三
区
の
原
田
裕
子

女
子
O

・
七
5
〇
・
七
七
血
か
ら
 

さ
ん
が
区
間
賞
と
大
健
闘
。
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お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
 

ま
た
遊
び
ま
し
よ
う
 

川
倉
小
学
校
（
校
長
H
天
内
織
 

五
十
八
名
が
七
月
二
日
、
特
別
養

雄
）
の

一
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で
 

護
老
人
ホ
ー
ム
あ
し
の
園

（
園長
 

pill II II川広報かなぎ ④ 

▲笑い声がいつまでも続きました 

『
 

ト
田
中
町
長
か
ら
松
川
さ
ん
へ
 

【

ー
 

ト職 業 航空自衛官 
ー等空曹 

ト氏 名 今 千代司
ト年 齢 40歳 
ト出身地 金木町喜良市
ト家 族 妻 長女 

中
学
の
頃
か
ら
写
真
に
興
味
が

あ
り
、
 
「将
来
は
写
真
に
係
る
仕

事
が
し
た
い
」
と
、
昭
和
五
十
年

三
月
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
。
思
い

が
叶
っ
て
、
同
年
九
月
、
我
国
唯

一
の
偵
察
航
空
隊

（
茨
城
県
百里

基
地
）
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
 

偵
察
機
は
、
多
種
多
機
能
な
偵
察

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
、
ジ
ェ
ッ
ト

機

・
フ
ア
ン
ト
ム
（
R
F
4
E
/
 

4
E
J
）
で
す
。
事
故
、
災
害
等

が
発
生
し
た
時
は
、
昼
夜
を
問
わ

ず
何
処
に
で
も
飛
び
出
し
て
状
況

等
を
収
集
し
、
各
省
庁
・
自
治
体

等
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
 

近
年
で
は
、
雲
仙
普
賢
岳
の
噴

火
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
、
阪
神

大
地
震
は
、
長
期
に
渡
り
活
動
し

た
事
を
、
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
 
「必
見
・
必
撮
」
が
我
々
の

任
務
。
目
的
を
達
成
出
来
る
よ
う
 

日
夜
訓
練
に
励
ん
で
、
二
十
一
年

余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
ん
な
私

の
家
族
は
、
妻
（
中
里
町
生
ま
れ
）
 

娘
（
小
ニ
）
の
三
人
。
金
木
町
と

よ
く
似
た
町
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
 

数
年
前
は
、
家
の
中
を
津
軽
弁
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
 

「津
軽
弁
禁
止
令
」
が
公
布
さ
れ

罰
金
制
度
ま
で
出
来
ま
し
た
。
し

か
し
、
我
が
家
の
大
行
事
「
帰
省
」
 

が
近
く
な
る
と
話
は
別
「
〇
〇
は
、
 

津
軽
弁
で
何
と
い
う
の
」
で
あ
る
。
 

公
布
者
を
忘
れ
、
じ
っ
ち
ゃ
ん

・

ば
っ
ち
ゃ
ん
の
待
つ
津
軽
へ
準
備

す
る
娘
、
そ
れ
に
答
え
な
が
ら
私

た
ち
も

…
 
：
・
 

最
後
に
、
金
木
町
の
ご
発
展
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

ま
た
、
私
の
基
礎
を
作
っ
て
く
れ

た
「
南
中
」
 
「金
高
」
 
の
関
係
者

皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

H
中
谷
衛
 
入
所
者
五
十
名
）
を

訪
れ
入
所
者
と
の
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
 

交
流
は
、
川
倉
小
学
校
児
童
と

あ
し
の
園
の
入
所
者
が
お
互
い
に

チ
ー
ム
を
組
み
交
流
す
る
こ
と
に

よ
り
、
日
頃
味
わ
え
な
い
喜
び
を

わ
か
ち
あ
お
う
と
初
め
て
試
み
た

も
の
で
、
同
園
の
食
堂
に
集
ま
っ

た
入
所
者
を
前
に
 
「短
い
時
間
で

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
 

松
川
さ
ん
に
賞
状
と
副
賞
 

芦
野
湖

（
藤
枝
溜
池）
の
水
辺

空
間
を
利
用
し
た
吊
橋
と
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
を
結
ぶ
東
北

】
長
い

浮
き
橋
の
名
称
で
入
選
作
品
「
芦

野
夢
の
浮
き
橋
」
を
考
案
し
た
松

川
ヒ
サ
コ
さ
ん

（
5
2）
に
六
月
十

四
日
、
役
場
応
接
室
で
田
中
町
長

か
ら
賞
状
と
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
 
 

と
児
童
ら
が
挨
拶
。
こ
の
後
、
園

内
三
カ
所
に
分
か
れ
て
ぬ
り
え
、
 

的
当
ボ
ー
リ
ン
グ
、
フ
ー
セ
ン
バ

レ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

食
堂
で
行
わ
れ
た
フ
ー
セ
ン
バ

レ
ー
は
、
老
若
男
女
混
合
の
六
人

制
。
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
風
船

に
四
苦
八
苦
す
る
姿
は
ギ
ャ
ラ
リ
 

ー
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
終
わ
る
と

児
童
が
「
ゲ

ー
ム
は
楽
し
か
っ
た

で
す
か
」
と
話
し
、
全
校
生
徒
で

書
い
た
お
見
舞
カ
ー
ド
を

一
人
一

人
に
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
 

親
し
み
や
す
く
町
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
っ
た
浮
橋
の
名
称
「
芦
野
夢

の
浮
き
橋
」
 
に田
中
町
長
が
 
「短

く
素
晴
ら
し
い
名
前
で
す
」
と
賞

状
と
副
賞
を
松
川
さ
ん
に
手
渡
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
松
川
さ
ん

は
、
 
「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

夫
と
遊
び
半
分
で
私
が
二
通
、
夫

が
三
通
応
募
。
入
選
す
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 



蒔
田
地
区
で
は
、
農
休
日
を
利

用
し
た
蒔
田
村
さ
な
ぶ
り
が
六
月

九
日
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
家
族

と
の
休
日
を
楽
し
み
ま
し
た
、一

 

農
水
省
の
新
し
い
農
業
経
営
推

進
運
動
事
業
で
は
、
蒔
田
地
区
を

モ
デ
ル
地
域
に
指
定
し
、
平
成
六
 

・

七
年
の
ニ
カ
年
計
画
で
後
継
者

が
喜
ん
で
残
っ
て
く
れ
る
農
業
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
 

初
年
度
に
実
施
し
た
生
活
状
況
 

は
休
み
が
な
く
な
る
な
ど
の
声
が

大
半
を
占
め
、
集
落
ぐ
る
み
の
休

日
を
定
め
た
も
の
で
す
。
 

指
定
か
ら
外
れ
た
今
年
も
農
休

日
を
希
望
す
る
声
が
あ
り
、
六
月

か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
中
毎
月
一

回
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
で
楽
し
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
農
家
五
十
二
戸
か

ら
約
七
十
名
が
参
加
。
子
供
た
ち

に
よ
る
太
刀
振
り
踊
り
や
お
神
輿

運
行
、
仮
装
行
列
が
同
地
区
を
練

り
歩
き
、
住
民
か
ら
盛
ん
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

蒔
田
地
区皆

ん
な
で
楽
しい
農
休
日
 

ト
地
区
で
の
さ
な
ぶ
り
 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
農
繁
期
に
 

七
月
四
日
、
金
木
町
知
的
障
害

者
更
生
施
設
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ

ア
ホ
ー
ム

（
園
長
と
化
田
昭
一
 

入
所
者
五
十
名
）
に
、
同
町
の
公

民
館
教
室
の
童
謡
を
歌
う
会

（
会

長
H
小
山
内
ト
シ
エ
・
会
員
百
八

名
）
が
訪
れ
、
合
唱
交
歓
会
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
 

サ
ン
ト
ピ
ア
と
童
謡
を
歌
う
会

と
の
合
唱
交
歓
会
は
今
年
で
三
年

目
。
 

初
め
に
童
謡
を
歌
う
会
の
会
員
 

で
あ
る
成
田
勝
義
さ
ん
が

「皆
さ

ん
と

一
緒
に
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
 

こ
の
後
サ
ン
ト
ピ
ア
園
生
が
 
「た

ん
ぽ
ぽ
」
 
「若
者
た
ち
」
 
な
ど三

曲
を
声
高
ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
て
童
謡
を
歌
う
会
で

は
 
「七
タ
さ
ま
」
「
歌
の
町
」
 
「静

か
な
湖
畔
」
等
五
曲
を
声
を
そ
ろ

え
て
歌
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
全
員
で
「
高
原
列
車
は

行
く
よ
」
を
合
唱
し
、
ま
た
来
年

交
歓
会
を
開
く
こ
と
を
約
束
し
ま

し
た
。
 

声
を
高
ら
か
に
合
唱
交

歓
会
 

▲全員で合唱した「高原列車は行くよ」 

へ
 

⑤ 	広報かなぎ III III 111111…・ 

ふ
す
ま
を
開
け
た
ら
、
 

押
し
入
れ
の
中
の
収
納

物
が
崩
れ
落
ち
て
き
た
。
 

あ
れ
こ
れ
詰
め
込
み
過

ぎ
て
、
ど
こ
に
何
を
入

れ
た
か
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
ー
。
 

そ
ん
な
経
験
、
あ
り
ま

せ
ん
か
？
 
押
し
入
れ
は
、
 

単
に
物
が
た
く
さ
ん
収
ま
れ
 

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
何
が
あ

る
か
が
す
ぐ
分
か
り
、
出
し

入
れ
は
い
つ
も
ス
ム
ー
ズ
と

い
っ
た
、
き
ち
ん
と
し
た
管

理
が
で
き
て
こ
そ
、
上
手
な

収
納
と
い
え
ま
す
。
 

原
則
は
、
よ
く
使
一
っ物
を

手
前
に
、
そ
」っ
で
も
な
い
物

は
奥
に
入
れ
る
こ
と
。
市
販
 

の
押
し
入
れ
タ
ン
ス
や
キ
ャ
 

ス
タ
ー
付
き
の
ボ
ッ
ク
ス
ワ
 

ゴ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
と
、
押
し
入

れ
の
奥
も
有
効
に
使
え
、
収
納
物
を

取
り
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
透
明

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
ら
中
身
が
一
目

で
分
か
り
、
よ
り
便
利
。
組
み
立
て

式
の
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
横
に
ね
か

せ
る
の
も
、
奥
の
デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
す
る
の
に
有
効
で
す
。
 

押
し
入
れ
で
最
も
場
所
を
と
る
の

が
来
客
用
の
布
団
や
座
布
団
、
シ
ー
 

ズ
ン
オ
フ
の
毛
布
な
ど
で
し
よ
ー
つ
。
 
 

使
わ
な
い
布
団
類
を
下
に
し
ま
い
、
 

そ
の
上
に
日
常
使
」つ
布
団
を
載
せ
る

な
ど
の
積
み
重
ね
方
式
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
は
、
下
の
布
団
が
痛

む
だ
け
で
な
く
、
上
に
積
ん
だ
物
も

安
定
せ
ず
、
す
す
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
ん
な
場
合
、
上
下
二
段
に
分
か
れ

て
い
る
押
し
入
れ
を
、
も
ーつ
一
区
切
 

滝
翻
競
疑
曙
認い
 

業
叫
 
う
で
し
ょう
。
棚
を
作
り
つ
 

ー
 

け
な
く
て
も
、
例
え
ば
同
じ
 

k

一
」
向
さ
の
押
し
入
れ
タ
ン
ス
を
 

J4
？
 押
し
入
れ
の
両
端
に
置
き
、
 

決
 

そ
の
上
に
板
を
渡
す
だ
け
で
 

」
‘
リ
 立
派
な
棚
に
な
り
ま
す
。
 

一晦
・
 
ど
こ
に
何
を
入
れ
た
か
分

り
」
 
か
らな
く
な
る
の
を
防
ぐ
に
 

'
H
 
は
、
収
納
時
に
図
解
メ
モ
を
 

．
ソ
 
作
る
の
が
確
実
な
方
法
。
収
 

H
H
 納
物
を
写
真
に
撮
っ
て
お
く
 

L
‘
 
の
も
便
利
で
す
。
そ
れ
ら
を

押
し
入
れ
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
な
ど

に
張
っ
て
お
け
ば
、
久
し
振
り
に
使

う
物
も
迷
わ
ず
探
し
当
て
ら
れ
ま
す
。
 

押し入れの上手な収納 



こ
く
み
んね
んき
ん
 

国
民
年
金
に
 

任
意
加
入
で
き
ま
す
 

国
民
年
金
に
は
、
任
意
で
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

任
意
加
入
で
き
る
の
は
次
の
よ

う
な
人
で
す
。
 

1
 

国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
で
、
 

年
金
受
給
者
で
あ
る
た
め
に
 

適
用
除
外
を
受
け
て
い
る
人
。
 

2
 

国
内
に
住
所
が
あ
る
六
十

歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
。
 

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険

料
納
付
の
免
除
を
受
け
た
期

間
な
ど
を
合
わ
せ
て
二
十
五

年
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
。
 

六
十
歳
に
な
っ
て
も
受
給

資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
た

り
、
資
格
は
満
た
し
て
い
る
 

け
れ
ど
も
、
よ
り
高
い
年
金

を
受
け
た
い
と
い
う
人
は
任

意
加
入
で
き
ま
す
。
 

3
 

日
本
国
籍
の
人
で
、
国
外

に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
五
歳
未
満
の
人
。
 

4
 

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
六
十

五
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
足
り
な
い
人
は
、
七

十
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
資

格
を
満
た
す
ま
で
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

』
 

包
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食生活改善推進員会 

・切り干し大根の甘酢あえ
材 料（4 人分） 
1人分カルシウム 83ma 
切り手し大根’40g ーーロ 
生椎茸 	4 枚 	 ‘ 与 ‘J 、、、 I 
だし昆布 	5 cm 	 、 ×二暑’I 
酢 	 大サジ4 	、 ノ 
砂糖 大サジ1％ ~ 
作り方 
①切り干し大根は水でもどし、きれいになるようよ

くもみ洗いする。 
②椎茸は香りよく焼き、千切りにする。 
③こんぶは細く切りカップ1杯の水に潰けておく。 
恒迫）と②と③の昆布に③のもどし汁％カップ調味料
全部混ぜ合わせ漬ける。 

・フルーツョーグルト
材 料（4 人分） 
1人分カルシウム 	150mg 
キウイフルーツ 	2 個 
いちご 	 10個 
パイン缶詰 	 2切れ 
千しプルーン 	 2個
プレーンョーグルト 480 g 
作り方 
①キウイフルーツは皮をむき、他の果物も食べやす

く切る。 
②①をョーグルトであえる。 

今回は、丈夫な骨で元気に長生き！ 
骨粗巻症を防ぐには、食事と運動を中心とした生活 
習慣を見直しましょう。 

お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

ー
金

木

俳
句
会
 

昭
和
十
八
年
に
「
鳴

子
」
と
い
う
名
称
で
始

ま
り
、
幾
度
と
な
く
発

展
的
解
消
を
繰
り
返
し
、
 

昭
和
五
十
一
年
に
よ
う

や
く
現
在
の
金
木
俳
旬

会

（
会長
【
一
戸
耕
雨
）
 

に
定
着
。
今
年
は
記
念

す
べ
き
二
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
 

金
木
俳
旬
会
は
、
毎

月
第
三
土
曜
日
、
中
央

公
民
館
で
開
い
て
い
ま

す
。
教
室
で
は
、
先
月

の
俳
句
の
宿
題
の
提
出
か
ら
始
ま

る
。
当
季
雑
詠
三
句
と
課
題
二
句

を
提
出
し
そ
の
句
を
全
員
の
間
で

互
い
に
点
数
を
付
け
、
最
高
点
を

選
び
出
し
ま
す
。
 月
一
回
の
会
報

に
は
会
員
の
結
果
を
短
評
を
そ
え

て
掲
載
し
発
行
す
る
た
め
、
宿
題

は
い
や
が
上
に
も
力
が
入
り
ま
す
。
 

俳
句
は
、
季
節
を
表
す
季
語
を

読
み
込
み
な
が
ら
五

・
七
・
五
の

三
句
、
十
七
音
を
基
本
に
、
短
い

詩
で
は
あ
り
ま
す
が
色
彩
感
覚
や

韻
の
響
き
を
大
切
に
表
現
し
な
け
 
 れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 日
常
の
さ
さ

い
な
出
来
事
に
目
を
見
張
り
、
自

分
ら
し
い
個
性
を
加
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
年
代
に
な
っ

て
か
ら
の
宿
題
は
、
楽
し
ん
で
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

六
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
年

一

回
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
ニ
十
回
県
下

金
木
俳
句
大
会
が
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
八
十
五

名
が
参
加
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協

カ
で
大
盛
況
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
 

	 III 川川―広報かなぎ ⑥ 

▲金木俳句会の皆さん 

(
 



gーー…ーーー一ーー＞ぐ蕉＞αーー＞、 

ズ イ 81、エ‘、プ zA A ノ →、3 iニフ力、白ヲヂク 4 ス， ク 
8 このクイズは若い人の知らない、聞いたこ 8 
8 とのない津軽弁を楽しく、再発見してもらお 8 
8 うと問題にしたものです。 	 8 
,Q. 「おめさこそらっとしかへる」 を標準語， 
又に直して下さい。 	 又 

x 正解者の中から抽選で3 名様に素敵な記念 x 
V 品を差し上げます。どんどん応募して下さい。i 
斎応募方法 	 女 
合 ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番合 

8 号を記入のうえ 	 8 
， ①クイズの答 	 ， 

I ②今月号の勤、った記事 	 ， 

I 	f\ '-. E電1* B
記軍 	 I 

x 8 一二,ツ＝予予’ー lざもi二 	 8 
るを記入のうえ 	 る 
，〒037-02 	 8 
8 金木町大字金木字朝日山323 	 8 
8 	金木町役場企画室 	 8 
，までご応募下さい。応募の締切は 8 月 3 日当令 

，日消印有効。当選者の発表は 8 月号に掲載し多 
ザ 中弓一 	 ， 
8 。、‘旨 -- I +「 I-4ご 3. *: ―プ巳月ロLI -7.I -,8 
凸 	UJコりh」・ ld、ムー”しで・川L. レ 、’「与口以,’ノ」 、lン "-0o 
マ 	、Iノ，己己 4,, ，」一、L．ノ1、 ハ z，一＝．」ー 	 り 
8 ョ警百‘ -べv/g 右ご’。一 
8 笠 不 竺 甚 祐 さん 	8 
8 稲 垣 黒 滝 晃 子 さん 	8 
8 埼玉県 西 村 智 道 さん 	8 
8 たくさんのご応募、貴重なご意見有難うご， 

，ざいます。今回当選し養かった方もこれにめ， 

しと鷺こ無愛無蕊にー』 
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日
本
に
お
け
る
気
管
支
端
息
の

発
生
は
、
大
人
、
子
供
と
も
に
三

十
年
前
と
比
較
し
て
、
最
近
は
一
一
 

・

三
倍
の
増
加
の
報
告
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
人
の
気
管
支
瑞
息
は

三
5
四
％
、
子
供
の
気
管
支
端
息

は
三
5
七
％
の
人
々
に
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
 こ
の
増
加
の
原
因
と

し
て
は
、
大
気
汚
染
の
影
響
、
風

通
し
の
悪
い
住
居
、
生
活
様
式
の

変
化
、
ダ
ニ
や
カ
ビ
胞
子
な
ど
の

抗
原
物
質
の
増
加
、
室
内
の
ペ
ッ

ト
の
飼
育
の
増
加
、
食
事
内
容
の

変
化
と
過
剰
栄
養
、
食
品
添
加
物

の
増
加
な
ど
、
文
明
の
発
達
と
と

も
に
『
気
管
支
端
息
な
ど
の
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
の
増
加
は
必
然
的
？
』
 

と
の
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

気
管
支
瑞
息
の
増
加
と
と
も
に
近

年
端
息
発
作
に
よ
る
死
亡
も
世
界

的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
気
管
支
端
息
と
は

ど
の
よ
う
な
病
気
で
し
ょ
う
か
。
 

気
管
支
瑞
息
は
、
の
ど
か
ら
肝
へ
 
 の

空
気
の
通
り
道
で
あ
る
気
管
支

が
狭
く
な
り
呼
吸
が
苦
し
く
な
る

病
気
で
す
。
症
状
と
し
て
は
、
ゼ
 

ー
ゼ
ー
と
か
ピ
ー
ピ
ー
と
か
ヒ
ュ
 

ー
ヒ
ュ
ー
な
ど
と
い
う
音
が
呼
吸

時
に
出
て
息
苦
し
く
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
狭
く
な
っ
た
気
管
支
を
空

気
が
通
り
抜
け
る
と
き
音
が
出
る

の
で
す
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
空
気
の

通
り
道
で
あ
る
気
管
支
が
狭
く
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
 そ
れ
は
原
因

物
質
や
刺
激
物
質
が
気
管
支
に
呼

吸
に
よ
り
侵
入
し
ま
す
。
こ
の
物

質
に
対
し
て
気
管
支
が
敏
感
に
反

応
し
ま
す
。
特
に
気
管
支
の
筋
肉

で
あ
る
平
滑
筋
が
敏
感
に
反
応
し

収
縮
し
て
気
管
支
を
狭
く
し
ま
す
。
 

ま
た
粘
液
の
分
泌
が
増
加
し
て
疾

と
な
り
気
管
支
を
ふ
さ
い
だ
り
、
 

気
管
支
粘
膜
の
む
く
み
を
引
き
起

こ
す
た
め
気
管
支
が
狭
く
な
り
ま

す
。
 

気
管
支
端
息
の
治
療
法
は
、
気

管
支
が
狭
く
な
っ
て
い
る
急
性
期
 
 と

そ
れ
以
外
の
慢
性
期
に
分
け
ま

す
。
急
性
期
は
、
軽
度
で
あ
れ
ば

自
宅
で
気
管
支
を
広
げ
る
薬
剤
を

服
用
し
た
り
、
吸
入
す
る
こ
と
に

よ
り
症
状
が
消
失
し
ま
す
。
軽
度

と
は
、
呼
吸
が
苦
し
い
け
れ
ど
横

に
な
れ
る
状
態
の
こ
と
で
す
。
も

し
薬
を
使
用
し
て
も
改
善
が
な
け

れ
ば
、
ま
た
横
に
も
な
れ
な
い
ほ
 
 ど

呼
吸
が
苦
し
く
な
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
掛
か
り
付
け
の
病
院
若
し

く
は
救
急
病
院
を
受
診
し
た
方
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。
救
急
病
院
で

は
、
酸
素
の
投
与
、
気
管
拡
張
剤

の
吸
入
や
点
滴
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の

点
滴
を
行
い
、
症
状
の
改
善
を
み

て
入
院
か
自
宅
で
様
子
を
診
る
か

を
決
め
ま
す
。
極
め
て
重
症
な
瑞

息
発
作
で
は
、
意
識
が
な
く
な
っ

た
り
、
呼
吸
が
停
止
す
る
た
め
人

工
呼
吸
器
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
慢
性
期
の
治
療
に
つ
い

て
は
発
作
の
お
こ
る
回
数
に
よ
り

使
用
す
る
薬
が
違
う
の
で
主
治
医

と
よ
く
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

最
後
に
ア
ス
ピ
リ
ン
瑞
息
に
つ

い
て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 ア

ス
ピ
リ
ン
瑞
息
は
約
十
％
の
瑞
息

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
非
ス
テ

ロ
イ
ド
性
の
抗
炎
症
薬
つ
ま
り
熱

冷
ま
し
ゃ
痛
み
止
め
、
脳
梗
塞
の

再
発
を
抑
え
る
薬
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
短
時
間
に
極
め
て
重
症

な
瑞
息
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

薬
の
使
用
と
は
注
射
や
内
服
の
み

な
ら
ず
、
と
き
に
は
湿
布
ゃ
ク
リ
 

ー
ム
な
ど
の
ぬ
り
薬
で
も
お
こ
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
も
し
ア

ス
ピ
リ
ン
瑞
息
と
い
わ
れ
た
ら
薬

を
使
用
す
る
と
き
は
、
よ
く
調
べ

て
か
ら
使
用
し
て
下
さ
い
。
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木
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碗
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）
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田
 

課

髄
（
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児

）
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声

沃
（
正
樹

）
 

田

中
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（
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幸
）
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、
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弘
樹
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原
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祝
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（
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大

）
中
柏
木
 

中

谷

鵬
優
科
（
清
蔵
）

川
 
倉
 

蒔嘉金金

田瀬木木 

戸
籍

の
窓
 

六

月
届
出
分

お
め

で
と
』
つ
 

広
報
か
な
ぎ
六
月
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
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お姉ちゃんと仲良くね 

（母 白川 美奈子より） 

,

(

)
  

晃言 

静苫 

α
 
・
 
り
 
一
  

、
 ・
 
督ノ
 

・

べ

か

一
 

果か 

穂ほ 

早く大きくなあ―れ 
（母 原田 千穂より） 

明るく健やかに育って欲し 
い 	（父 成田考児より） 

’かなぎ公民館ブライダル情報’ 

HAPPY Wedding 
この度めでたく「かなぎ公民館ブライダル」（企画・進行＝事 

務局「金木町中央公民館」）によりカップルとなられた方々をご 

紹介いたします。 

1996.6.16 
新郎小笠原 ニ 郎さん（金 木） 

新婦石 橋 淑 子さん（八戸市） 

★ご結婚をご予定されている方は、お気軽に金木町中央公民 昇 範誓験誌算誉姿籍筋掌齢 LIrc会Iン計 
-3581 ）また、おニ人のお名前と結婚記念日を刺しゆうした豪 ー 
華桐箱入アルバムの記念品等々たくさんの特典があります。 基 

事
業

の
一
環
と
し
て
 

太
陽
電
池
式
ポ

ー
ル
時
計
 
一
 

▼
社
会
福
祉
協
議
会

へ
 

青
森
県

日
蓮
立
正
青
年
会
 

（
会長
n
小
野
泰
幹
）
 

一
五
二
、
八
〇
〇
円
 

▼
金
木
町
へ
 

金
木

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
 

同
ク
ラ
ブ
創
立
三
十
周
年
記
念
 

白加木松白原

川藤下 川 川 田 

了ッ ターー久正

コ ョ マ男子信 

83 96 88 59 50 69 
才才才才才才 

金金嘉嘉川 中 
柏 

木木瀬瀬倉木 

6 月末現在 	前年同月比 

男 5,955人 	△ 43人 

女 6,547人 	△ 62人 

計 12,502人 	ご、105人 

世帯数 3,910 	 18 

人

口
と

世
帯
 

中

村
 
あ
』
連L

（
公
治
）
金
 
木

原
 
歩

夢

（
知
紀
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
伊
東
 
誠
司

（
辰男
）
金
 
木
 

「
石
戸
谷
奈
美
子

（
義
彦
）
稲
垣
村
 

お

く
や
み
 

「
J
亡
」
」
》
へつ
ウ
七
喰
・ノ
 

！三
ロ
！1
1
 
一
 
二
？α
7
、
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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り
が

と
う
 

、ij
ざ

い
ま
し

た
 


